
(金)

12 -1st- 30
11 -2nd- 20
28 -3rd- 22
15 -4th- 22

M30 M31

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A
1 - - - - - - - 0 ＊ 4 0 2 0 2 2 7
7 ＊ 10 0 5 0 3 6 0 3 7 0 3 1 0 6 1
8 - - - - - - - 4 ＊ 6 0 3 0 0 4 0
9 - - - - - - - 7 - - - - - - -
10 ＊ 9 0 4 1 1 3 3 9 ＊ 0 0 0 0 0 1 0
11 0 0 0 0 0 0 0 12 2 0 0 2 1 1 3
12 - - - - - - - 14 8 0 2 4 0 3 5
15 2 0 1 0 0 4 0 15 2 0 1 0 1 4 0
16 24 5 4 1 1 2 1 17 14 4 1 0 3 2 1
17 ＊ 12 2 3 0 4 4 0 28 2 0 1 0 1 1 1
18 - - - - - - - 31 2 0 1 0 2 0 1
23 - - - - - - - 34 9 1 3 0 1 4 0
29 ＊ 0 0 0 0 2 5 2 41 ＊ 27 1 10 4 2 8 3
31 0 0 0 0 1 0 0 37 2 0 1 0 1 4 0
57 ＊ 9 0 3 3 5 1 1 91 ＊ 9 2 1 1 1 3 3

0 0
66 7 20 5 17 25 7 94 8 29 12 15 43 25

OT1 OT2 OT1 OT2
01:19 14:20 23:30 33:35 － － － － － － － － － －

3Q・4Q

Coach Coach

1Q・2QTimeout
（経過時間）

Timeout
（経過時間）

1Q・2Q

TOTAL

3Q・4Q

TOTAL

守谷　圭介

野々村　日希

有田　啓介

高木　智也

角谷　芳史

小崎　亮介

児玉　昌比古

Team B

加藤　隆一(C)

井邊　正城

　両チームハーフコートマンツーでスタート。千葉は＃４１の活躍で８－０とリードすると直ちに和歌山ＴＯを取る。＃７・５７・１６が得点するも、
千葉はスピードある攻撃で全員が得点を重ねていく。３０－１２千葉リードで１Ｑ終了。
　２Ｑに入っても千葉の勢いは止まらず、豊富な選手起用で余裕のゲーム運びをする千葉が５０－２３でリードして前半終了。
　３Ｑに入り両チームともディフェンスをゾーンに切り替える。千葉はオールコート２－２－１を引くと５分までに６６－３１と大量リードする。和歌
山は＃１５・１６の３Ｐなどが決まるがなかなか得点が伸びず、残り３分で千葉は全員交代に出た。和歌山はそこからゾーンディフェンスが機
能し、相手のミスから速攻で得点を重ね７２－５１まで追い上げて３Ｑを終了した。
　４Ｑ和歌山は＃１６・１７の３Ｐが決まるものの＃１７・４１を中心に終始優勢に試合を運ぶ千葉に点差を縮めることができず、９４－６６で千葉
が勝利をおさめた。

（所属） 岐阜県バスケットボール協会川崎　恵子記載責任者

15:15

高橋　亮介

櫻井　翼

大町　晋司

坂本　修一

岩崎　聡明

高橋　雅彦

樫山　匠

杉下　卓

流川　英規(C)
角谷　芳史

横矢　直人

村松　由行

重信　将吾

紙谷　健吾

森田　勇輝

本宿　達至

鈴木　俊

糸谷　匡史

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファール　　R：リバウンド　　A：アシスト

MATCH No.

大高　哲也

開催期日：

開始時間：

TEAM A

湯澤　直人

藤橋　洋輔

笠原　宏文

午来　大輔

選手名

山西　雄大

12C4
飛騨高山ビッグアリーナ

東日本大震災復興支援
第49回男子・第41回女子全日本教員バスケットボール選手権大会

（ぎふ清流国体バスケットボール競技リハーサル大会）

開催場所：

試合区分：

選手名

南田　秀人

Team A

副審：

男子2回戦

2011年8月12日

＊　得点は（Aチームの得点）－（Bチームの得点）、選手の背番号は #(番号) で表記しています。
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○

主審：

千葉
●

94

TEAM B和歌山

和歌山

千葉
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